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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 1月 5日 (2005.1.5)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 ５ 】
　 ズ ー ム レ ン ズ 光 学 系 と 、 上 記 ズ ー ム レ ン ズ 光 学 系 か ら の 被 写 体 光 を 結 像 面 に 結 像 さ せ る
合 焦 光 学 系 と 、 上 記 ズ ー ム レ ン ズ 光 学 系 を 構 成 し て い る レ ン ズ の な か の 少 な く と も １ の レ
ン ズ で あ っ て 、 焦 点 距 離 を 変 化 す る た め の と は 独 立 し て 光 軸 方 向 に 変 位 さ れ 、 結 像 面
で の 結 像 状 態 を 変 化 さ せ る た め の 調 整 用 レ ン ズ の 光 軸 方 向 へ の 変 位 位 置 を 調 整 す る 調 整 用
レ ン ズ 位 置 調 整 手 段 を 備 え る ズ ー ム レ ン ズ 鏡 筒 に お い て 、 上 記 調 整 用 レ ン ズ 位 置 調 整 手 段
は 、 上 記 調 整 用 レ ン ズ を 保 持 す る 第 １ 保 持 手 段 と 、 こ の 第 １ 保 持 手 段 を 保 持 す る 第 ２ 保 持
手 段 と 、 上 記 第 ２ 保 持 手 段 の 側 に 固 定 さ れ 、 上 記 第 １ 保 持 手 段 を 上 記 第 ２ 保 持 手 段 に 対 し
て 光 軸 方 向 に 相 対 移 動 可 能 に 支 持 す る ね じ 軸 と 、 上 記 ね じ 軸 に ね じ 結 合 す る と と も に 、 上
記 第 １ 保 持 手 段 と 、 前 後 の 方 向 で 当 接 す る 部 分 を 有 す る ナ ッ ト と 、 上 記 第 １ 保 持 手 段 を 上
記 第 ２ 保 持 手 段 に 対 し 光 軸 方 向 に 沿 う 方 向 へ の 変 位 を 許 容 す る が 、 光 軸 周 り へ の 回 転 を 制
限 す る ガ イ ド 手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ズ ー ム レ ン ズ 鏡 筒 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 ３ 群 レ ン ズ ８ の 後 方 、 す な わ ち 図 面 中 右 方 の 撮 影 レ ン ズ ５ の 結 像 位 置 に は 撮 像 素 子 Ｃ
Ｃ Ｄ ９ （ 電 荷 結 合 素 子 ） が 配 設 さ れ て い て 、 レ ン ズ ５ に よ り 捕 ら え ら れ た 被 写 体 光 は
こ の Ｃ Ｃ Ｄ ９ の 撮 像 面 上 に 結 像 さ れ る 。 Ｃ Ｃ Ｄ ９ は 、 固 定 鏡 筒 ３ の 後 端 部 に 取 付 け ら れ て
い る 基 盤 ３ Ｍ に 取 付 け ら れ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 移 動 鏡 筒 ４ の 前 後 へ の 移 動 は 、 移 動 鏡 筒 ４ に 連 結 さ れ て い る 図 示 外 の 駆 動 モ ー タ ー に よ
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り 行 わ れ る 。 駆 動 モ ー タ ー が 、 カ メ ラ 装 置 が 撮 影 可 能 状 態 に あ る か 又 は 撮 影 不 能 状 態 に あ
る か 、 例 え ば 、 カ メ ラ 装 置 の 主 電 源 が Ｏ Ｎ に な っ て い る 状 態 か あ る い は Ｏ Ｆ Ｆ に な っ て い
る 状 態 よ っ て そ れ ぞ れ 対 応 す る 方 向 に 駆 動 さ れ て 、 移 動 鏡 筒 ４ が 前 後 方 向 に 移 動 さ せ
ら れ る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 撮 影 不 能 状 態 か ら 撮 影 可 能 状 態 と な る と き に は 、 移
動 鏡 筒 ４ を 前 方 に 移 動 す る よ う に 駆 動 モ ー タ ー を 駆 動 さ せ る た め 、 移 動 鏡 筒 ４ が 固 定 鏡 筒
３ の 内 側 を 前 方 へ 移 動 し て カ メ ラ 筐 体 ２ の 前 面 か ら 突 出 す る 。 逆 に 撮 影 可 能 状 態 か ら 撮 影
不 能 状 態 に な る と き に は 、 移 動 鏡 筒 ４ を 後 方 に 移 動 す る よ う に 駆 動 モ ー タ ー が 駆 動 さ せ る
た め 、 移 動 鏡 筒 ４ が 固 定 鏡 筒 ３ の 内 側 を 後 方 に 移 動 し て 、 カ メ ラ 筐 体 ２ の 内 側 に 収 納 さ れ
る よ う に な っ て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 レ ン ズ 保 持 枠 ７ １ に つ て も 同 様 に 、 ３ つ の カ ム フ ォ ロ ア ー ７ １ Ｆ を 、 第 ２ 群 レ
ン ズ ７ １ に 対 応 す る カ ム 溝 と ガ イ ド 溝 と の 交 差 す る 部 分 に 係 合 さ せ る こ と で 、 カ ム 筒 ４ １
の カ ム 溝 と 案 内 筒 ４ ２ の ガ イ ド 溝 と に 係 合 す る と と も に 、 移 動 鏡 筒 ４ 内 に 保 持 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 と こ ろ が 、 こ の こ と は ズ ー ム レ ン ズ の 本 来 的 な 動 作 で あ っ て 、 カ ム 溝 の 形 成 位 置 の 精 度
が 不 十 分 で あ っ た り 、 あ る い は レ ン ズ 保 持 枠 ６ １ 、 ７ １ 、 ８ １ に 、 各 保 持 枠 に 保 持 さ れ る
レ ン ズ を 接 着 で 固 着 す る 際 に 、 所 定 の 位 置 よ り 前 後 の 方 向 に ず れ て 固 着 さ れ て し ま っ た
よ う な 場 合 な ど 、 光 学 設 計 通 り の 位 置 に レ ン ズ が 配 設 さ れ て い な い 場 合 に は 、 合 焦 状 態 に
な っ て い る 結 像 を 変 倍 さ せ よ う と し て 、 第 １ 群 レ ン ズ ６ と 第 ２ 群 レ ン ズ ７ に ズ ー ム 動 作 を
行 わ せ る と 、 合 焦 状 態 が 失 わ れ て し ま い 、 再 び 第 ３ 群 レ ン ズ ８ を 合 焦 動 作 さ せ る 必 要 が あ
る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の ズ ー ム レ ン ズ 鏡 筒 は 、 ズ ー ム レ ン ズ 光 学 系 と 、 ズ ー ム レ ン ズ 光 学 系 か ら
の 被 写 体 光 を 結 像 面 に 結 像 さ せ る 合 焦 光 学 系 と 、 ズ ー ム レ ン ズ 光 学 系 を 構 成 し て い る レ ン
ズ の な か の 少 な く と も １ の レ ン ズ で あ っ て 、 焦 点 距 離 を 変 化 す る た め の と は 独 立 し て
光 軸 方 向 に 変 位 さ れ 、 結 像 面 で の 結 像 状 態 を 変 化 さ せ る た め の 調 整 用 レ ン ズ の 光 軸 方 向 へ
の 変 位 位 置 を 調 整 す る 調 整 用 レ ン ズ 位 置 調 整 手 段 を 備 え る ズ ー ム レ ン ズ 鏡 筒 に お い て 、 調
整 用 レ ン ズ 位 置 調 整 手 段 は 、 調 整 用 レ ン ズ を 保 持 す る 第 １ 保 持 手 段 と 、 こ の 第 １ 保 持 手 段
を 保 持 す る 第 ２ 保 持 手 段 と 、 第 ２ 保 持 手 段 の 側 に 固 定 さ れ 、 第 １ 保 持 手 段 を 第 ２ 保 持 手 段
に 対 し て 光 軸 方 向 に 相 対 移 動 可 能 に 支 持 す る ね じ 軸 と 、 ね じ 軸 に ね じ 結 合 す る と と も に 、
第 １ 保 持 手 段 と 、 前 後 の 方 向 で 当 接 す る 部 分 を 有 す る ナ ッ ト と 、 第 １ 保 持 手 段 を 第 ２ 保 持
手 段 に 対 し 光 軸 方 向 に 沿 う 方 向 へ の 変 位 を 許 容 す る が 、 光 軸 周 り へ の 回 転 を 制 限 す る ガ イ
ド 手 段 と を 備 え る こ と と し て い る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 と こ ろ で 、 上 述 し た 第 保 持 手 段 と し て の 内 側 枠 １ ０ １ Ｐ と 、 第 ２ 保 持 手 段 と し て の 外
側 枠 １ ０ １ Ｑ と 、 変 位 手 段 と し て の コ イ ル ス プ リ ン グ １ ０ ２ 、 と 位 置 決 め 手 段 と し て の 筒
飾 り １ ０ ３ と 、 ガ イ ド 手 段 と し て の ガ イ ド 溝 １ ０ １ Ｃ と ガ イ ド 突 起 １ ０ １ Ｃ ’ と に よ り 、
調 整 用 レ ン ズ 位 置 調 整 手 段 は 構 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 １ 群 レ ン ズ ６ が 光 軸 Ｘ の 周 り に 回 転 す る こ と な く 、 第 １ 群 レ
ン ズ ６ の 前 後 の 位 置 を 調 整 す る こ と が で き る こ と に 加 え て 、 第 １ 群 レ ン ズ ６ の 調 整 位 置 は
、 筒 飾 り ２ ０ ３ の ね じ 部 ２ ０ ３ Ｓ へ の ね じ 結 合 の 量 を 変 え る こ と に よ り 行 う よ う に し て い
る た め 、 無 段 階 に 行 う こ と が き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ０ 】
　 ま た 、 大 径 部 ３ ０ １ Ａ 1の 外 周 縁 面 ３ ０ １ Ａ 1’ と フ ラ ン ジ 部 ３ ０ １ Ｂ の 内 周 縁 面 ３ ０ １
Ｂ ’ が 、 そ れ ぞ れ 外 側 枠 ３ ０ １ Ｑ の 内 周 面 と 内 側 枠 ３ ０ １ Ｐ の 外 周 面 に で き る だ け 少 な い
面 積 、 す な わ ち 前 後 の 幅 を 小 さ く し 接 す る よ う に し て 、 外 周 縁 面 ３ ０ １ Ａ 1’ と 内 周
縁 面 ３ ０ １ Ｂ ’ の 面 精 度 が 、 第 １ 群 レ ン ズ ６ の 光 軸 の 光 軸 Ｘ と の ず れ 量 に 与 え る 影 響 を 小
さ く し て い る 点 に つ て も 、 上 記 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る 。 な お 、 各 当 接 面 の 幅
と 、 レ ン ズ ６ Ｌ １ 、 ６ Ｌ ３ の 内 側 枠 ３ ０ １ Ｐ に 対 す る 当 接 面 の 幅 と の 関 係 は 、 第 １ の 実 施
の 形 態 と 同 様 と な っ て い る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 厚 さ Ｄ ｓ の 異 な る ス ペ ー サ ３ ０ ２ を 予 め 数 種 類 用 意 し て お き
、 こ れ ら を 仮 取 り 付 け し て み て 、 Ｃ Ｃ Ｄ ９ の 撮 像 面 で の 結 像 状 態 が 一 番 良 い も の を 選 択 し
、 こ の 選 択 し た ス ペ ー サ ３ ０ ２ を 装 着 し て 、 筒 飾 り ３ ０ ３ を 外 側 枠 ３ ０ １ Ｑ に 接 着 剤 で 固
着 し て 取 付 け る 。 な お 、 ス ペ ー サ ３ ０ ２ は 、 輪 ゴ ム の よ う な 円 輪 状 の も と し て も 良 い が
、 間 隔 を 空 け て ２ 箇 所 、 ３ 箇 所 等 、 複 数 箇 所 に 所 定 幅 を も っ て 設 置 す る よ う に し て も 良 い
。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ６ 】
　 こ こ で 、 上 述 の よ う に 構 成 さ れ る 第 １ 群 レ ン ズ 保 持 枠 ３ ０ １ の 組 み 立 て に つ い て 簡 単 に
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説 明 す る 。 先 ず 、 数 種 類 用 意 さ れ て い る ス ペ ー サ ー ３ ０ ２ の 内 の １ つ を 外 側 枠 ３ ０ １ Ｑ の
内 側 に 前 方 の 開 口 部 か ら 入 れ る 。 次 い で 、 内 側 枠 ３ ０ １ Ｐ を 、 外 側 枠 ３ ０ １ Ｑ の 内 側 に 前
方 の 開 口 部 か ら 嵌 め 入 れ る 。 そ の 際 、 内 側 枠 ３ ０ １ Ｐ 側 の ガ イ ド 溝 １ ０ １ Ｃ が 外 側 枠 ３ ０
１ Ｑ 側 の ガ イ ド 突 起 １ ０ １ Ｃ ’ に 係 合 す る よ う に 、 内 側 枠 ３ ０ １ Ｐ を 外 側 枠 ３ ０ １ Ｑ の 内
側 に 嵌 め 入 れ る 。 こ の よ う に し て 外 側 枠 ３ ０ １ Ｑ に 嵌 め 入 れ ら れ た 内 側 枠 ３ ０ １ Ｐ は 、 フ
ラ ン ジ 部 ３ ０ １ Ａ と ３ ０ １ Ｂ に よ り 外 側 枠 ３ ０ １ Ｑ に 支 持 さ れ て い る 。 ま た 、 フ ラ ン ジ 部
３ ０ １ Ａ と フ ラ ン ジ 部 ３ ０ １ Ｂ の 間 に は ス ペ ー サ ー ３ ０ ２ が 配 設 さ れ る こ と に な る 。 そ う
し て 、 こ の 後 、 同 様 の 手 順 で 、 内 側 枠 ３ ０ １ Ｐ と 他 の ス ペ ー サ ー ３ ０ ２ と を 外 側 枠 ３ ０ １
Ｑ 内 に 組 み 入 れ る 。 そ し て 、 用 意 し た ス ペ ー サ ー ３ ０ ２ の 中 で 最 も Ｃ Ｃ Ｄ ９ の 撮 像 面 で の
結 像 状 態 が 最 良 に な る よ う に 第 １ 群 レ ン ズ ６ を 位 置 さ せ る こ と が で き た ス ペ ー サ ー ３ ０ ２
を 組 み 込 ん だ 状 態 で 、 筒 飾 り ３ ０ ３ を 外 側 枠 ３ ０ １ Ｑ に 接 着 で 固 着 し て 取 り 付 け し 組 み
立 て 作 業 を 完 了 す る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ２ 】
　 さ ら に 、 フ ラ ン ジ 部 ４ ０ １ Ａ 1と フ ラ ン ジ 部 ４ ０ １ Ｂ は 、 内 側 枠 ４ ０ １ Ｐ を 外 側 枠 ４ ０
１ Ｑ に 嵌 め ら れ た と き 、 フ ラ ン ジ 部 ４ ０ １ Ａ 1の 外 周 縁 面 ４ ０ １ Ａ 1’ の 全 面 が 外 側 枠 ４ ０
１ Ｑ の 内 周 面 に 沿 っ て 当 接 し 、 ま た 、 フ ラ ン ジ 部 ４ ０ １ Ｂ の 内 周 縁 面 ４ ０ １ Ｂ ’ の 全 面 が
内 側 枠 ４ ０ １ Ｐ の 外 周 面 に 沿 っ て 当 接 す る よ う に 形 成 さ れ い る 。 さ ら に 、 フ ラ ン ジ 部 ４
０ １ Ａ 1は 内 側 枠 ４ ０ １ Ｐ の 前 側 寄 り に 形 成 さ れ 、 フ ラ ン ジ 部 ４ ０ １ Ｂ は 内 側 枠 ４ ０ １ Ｐ
の 後 側 寄 り に 当 接 す る 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 内 側 枠 ４ ０ １ Ｐ を 外 側 枠 ４ ０
１ Ｑ に 対 し て が た を 生 ず る こ と 無 く 、 し か も 前 後 の ２ 箇 所 で 安 定 的 に 支 持 す る よ う に し

る 点 に つ い て は 、 上 述 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ３ 】
　 さ ら に 、 フ ラ ン ジ 部 ４ ０ １ Ａ 1と フ ラ ン ジ 部 ４ ０ １ Ｂ は 、 外 周 縁 面 ４ ０ １ Ａ 1’ と 内 周 縁
面 ４ ０ １ Ｂ ’ が 、 そ れ ぞ れ 外 側 枠 ４ ０ １ Ｑ の 内 周 面 と 内 側 枠 ４ ０ １ Ｐ の 外 周 面 と で き る だ
け 少 な い 面 積 で 当 接 す る よ う に 、 比 較 的 薄 肉 に 形 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、 外 周 縁 面 ４ ０ １
Ａ 1’ と 内 周 縁 面 ４ ０ １ Ｂ ’ の 面 精 度 で 、 外 側 枠 ４ ０ １ Ｑ の 内 周 面 と 内 側 枠 ４ ０ １ Ｐ の 外
周 面 に 当 接 す る よ う に す る こ と で 、 外 周 縁 面 ４ ０ １ Ａ 1’ と 内 周 縁 面 ４ ０ １ Ｂ ’ の 面 精 度
が 、 第 １ 群 レ ン ズ ６ の 光 軸 の 光 軸 Ｘ と の ず れ 量 に 与 え る 影 響 を 小 さ く す る よ う に す る 点 に
つ て も 、 上 記 の 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る 。 な お 、 各 当 接 面 の 幅 と 、 レ ン ズ ６ Ｌ １
、 ６ Ｌ ３ の 内 側 枠 ４ ０ １ Ｐ に 対 す る 当 接 面 の 幅 と の 関 係 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 と な
っ て い る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ６ 】
　 ね じ 軸 ４ ０ ３ は 、 フ ラ ン ジ 部 ４ ０ １ Ｂ に 対 し て 円 滑 に 回 転 で き る よ う に フ ラ ン ジ 部 ４ ０
１ Ｂ を 挿 通 し て い て 、 フ ラ ン ジ 部 ４ ０ １ Ｂ か ら 抜 け 落 ち な い よ う に 、 フ ラ ン ジ 部 ４ ０ １ Ｂ
を 挟 む よ う に ２ つ の 抜 け 止 め 用 の ワ ッ シ ャ ４ ０ ３ ’ 、 ４ ０ ３ ’ が 配 置 さ れ て い る 。 ね じ 軸
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４ ０ ３ に 取 り 付 け ら れ る 抜 け 止 め 用 の ワ ッ シ ャ 部 ４ ０ ３ ’  、 ４ ０ ３ ’ は 、 ね じ 軸 ４ ０ ３
が 、 前 後 に が た つ か ず 、 か つ 、 ー ズ に 回 転 す る の を 妨 げ な い よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ８ 】
　 内 側 枠 ４ ０ １ Ｐ は 、 貫 通 孔 ４ ０ １ Ａ 1Ｈ と 貫 通 孔 ４ ０ １ Ａ 2Ｈ に 、 軸 ４ ０ ３ と ガ イ ド
ポ ー ル ４ ０ ４ が そ れ ぞ れ 挿 通 さ れ た 状 態 で 、 外 側 枠 ４ ０ １ Ｑ 内 に 嵌 め 入 れ ら れ る 。 ね じ 軸
４ ０ ３ と ガ イ ド ポ ー ル ４ ０ ４ は 、 外 側 枠 ４ ０ １ Ｑ 内 に 嵌 め 入 れ ら れ た 内 側 枠 ４ ０ １ Ｐ が 、
前 後 に ス ム ー ズ に 変 位 す る こ と が で き 、 し か も 、 光 軸 Ｘ の 周 り に 内 側 枠 ４ ０ １ Ｐ が 回 転 す
る こ と を 防 止 す る ガ イ ド 手 段 と し て の 機 能 を 有 す る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ３ １ 】
　 第 １ 群 レ ン ズ ６ の 位 置 調 整 に 際 し て は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ９ の 撮 像 面 で の 結 像 の 合 焦 状 態 が 最 適 に
な る よ う に 、 ね じ 軸 ４ ０ ３ を 回 転 さ せ て 、 内 側 枠 ４ ０ １ Ｐ を 前 後 に 変 位 さ せ て 位 置 決 め を
行 う 。 そ し て 、 位 置 が 決 ま っ た と こ ろ で 、 内 側 枠 ４ ０ １ Ｐ を 外 側 枠 ４ ０ １ Ｑ に 対 し て 接 着
剤 な ど に よ り 固 着 し て 調 整 位 置 が ず れ な い よ う に す る 。 筒 飾 り ４ ０ ６ は 、 そ の 後 、 外 側 枠
４ ０ １ Ｑ の 前 端 部 に 接 着 で 固 着 す る 。 な お 、 ね じ 軸 ４ ０ ３ を 金 属 製 と す れ ば 、 ね じ ピ ッ
チ を 細 か く す る こ と が で き 、 精 度 の 良 い 位 置 合 わ せ を す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ５ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ５ ２ 】
　 こ の ガ イ ド 溝 ６ ０ １ Ｃ と ガ イ ド 突 起 ６ ０ １ Ｃ ’ は 、 上 述 の 第 １ の 実 施 の 形 態 で も 説 明 し
た よ う に 、 内 側 枠 ６ ０ １ Ｐ が 、 外 側 枠 ６ ０ １ Ｑ に 対 し て 、 前 後 へ の 変 位 を 許 容 さ れ な が ら
、 光 軸 Ｘ の 周 り に 回 動 す る の を 防 止 し て い る も で あ る 。
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